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＜連絡事項＞
・下半期人事考課を4/10(火)までに作成しSGMまで提出してください。面接も並行して実施していきます。
＜患者様連絡事項＞
・石橋　隆夫様～便秘時のＩＦオーダーが追加となり、シンラック液1本処方となっています。
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸Ｎａ点眼液4本処方となっています。
・小笠原　笑子様～昨日より鼻汁とくしゃみがあり花粉症になったと話されるため、左記のことを主治医に報告しています。本日夕からフェキソフェナジン(60) 2×朝夕　15日分処方となっています。
・船田　泰子様～疼痛時リスペリドン内用液(1)1Ｐ 20回分処方となっています　　　　　不眠時②：ゾルピデム(10)1T 10回分処方となっています。
　　　　　　　　フェントステープは4/4届く予定となっています。

・佐藤　俊也様～4/7(土) 14：00～母様含めた家族面談実施予定となっています。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・若松　澄子様～先週と同じように主治医から他室侵入はしないように説明されています。
・泉川　ケイ子様～疼痛はあまりないが腰や四肢の痺れが続いている事を話しています。また面会制限が解除になり次第、「外に買いものに行きたいこと」や「退院後パソコンをやりたいこと」を話す。診察中は不機嫌さなく穏やかです。主治医よりまずは外出泊から行っていくよう説明されています。
・吉島　知寿子様～以前いた同室者や両親、旦那、友人などの事を思い出しながら紙に書いたものをみせています。紙に書いてみることで自分の性格や傾向が分かったとやや多弁的に話しますが話のまとまりのなさはありません。
・成田　賀枝様～階段の上りが辛い事を話しますがなんとか行けている事話しています。

　　　　　　　　家族面談の日時を再度主治医へ確認し「この面談が終わったら帰りまか
ら。娘だけじゃなく私の計画も聞いて下さい」などと訴えています。診
察終了後も日常生活面での気になることや退院や面談に関する話をして
なかなか退出しようとせず促しで退出しています。
・石井　幸子様～不調や気分のイライラはないと話しています。面会制限が解除になり次第家族面談を実施していく予定であることや主治医より退院のめどを伝えられると「それだと遅すぎます。もっと早く退院します」などと表情硬くして話しています。臨時薬で本日の夕からアリピプラゾールＯＤ6㎎2Ｔ1×夕増量となり7日分処方となっています。

・高橋　伸治様～作業ではロジックを集中して出来ていると話しています。気分変動や幻聴はないとの事です。診察中は自ら退院に関する訴えはありません。

・佐藤　俊也様～診察室に入るなり「もう退院です」と話す。飲酒要求はないとの事。7年前くらいまで勤めていた仕事を辞めてしまったことが悔やまれる事や辞める前までは飲酒は晩酌程度だったが次第に飲酒量が多くなった事を話しています。身体面では便がたまに出づらいと訴えあり、IFオーダー(便秘時)が追加となっておりシンラック液1本処方となっています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。本人退院の希望もあり、主治医より4/7(土) 14：00以降の面談の指示あり母様に架電し承諾され4/7(土) 14：00面談となっています。
・杉澤　恵子様～夜間（勤務交代時）に目が覚める事を訴えるが処方の変更はありません。また外出や弟などの話題を笑顔で話しています。ハップスターの残りが少ないため1P処方となっています。
・高橋　義明様～幻聴は将来の事、独語は政治の事を話しているとの事です。診察の最後には「ぜひ北病棟への検討をお願いします」と言い退出しています。臨時薬クエチアピンが止めとなりシクレスト舌下錠(5)1Ｔ 1×ｖｄｓで7日分処方となっています。
・高田　マキ様～診察の声かけしていますが拒否しています。主治医へは拒薬や妄想言動
　　　　　　　　はない事などを情報提供しています。処方の変更はありません。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～プログラムの時間になると率先して体育館ウォーキングしていますが、ラジオ体操では拝む様子あり行っていません。スタッフに気づくと拝むことはやめています。外泊に関する訴えありますが説明にて納得されています。
・松川　順子様～午前中は作業へ参加できています。午後はプログラムには不参加しカーテンを閉め切り臥床して過ごしており、不参加の理由は「ないと思ったから」と話しています。不調や不安の訴えはありません。担当スタッフは退院に向けての目標や定期的な外出泊訓練の日程を決めて行っていきましょう。
・川井　尚子様～咽頭痛はあるが軽減してきている事を話しています。本日治験の評価を行っており退院に向けて外泊訓練して行く事を説明させています。評価終了後に家族へ架電し外泊訓練の日程を決め申請中です。
・高山　英佐様～本日治験の評価を行っています。今後のことを考え落ち込む事は少しありますが身体不調の訴えありません。足の震えも良くなってきたと話しています。本日は頭痛を訴えていません。
・豊川　登美枝様～食事は1/2～2/3摂取しています。本日頭痛を訴え頓服服用しています。他者交流は見られていますが余暇はほとんどを自室で過ごしています。
・夏坂　浩美様～幻聴があり苛々する事を話していますが頓服の希望はありません。各プログラムにも声かけで参加できています。
・佐々木　睦子様～服薬時上肢の不随運動目立ちますが水をこぼすことなく服用しています。帰宅要求はなく自室で過ごしています。
・菅井　浩子様～「身体が半分痺れている」や「具合悪い」と言い活動は不参加しています。食事・服薬問題なく行えています。引き続き精神症状観察していきましょう。
・石田　喜明様～むせ込みなく食事全量摂取しています。本日は食事に対する不満は聞かれていません。
・續石　啓介様～各食不食や昼食のみ摂取と食事状況の不安定さも見られ、臥床傾向となっている事から仙骨部に発赤みられています。今後は離床も兼ねて下記時間で誘導を試みていこうと思っています。
午前9時30分～ホールに誘導　　　　午後14時～ホールに誘導

本日も離床の必要性を説明し、ホールへの誘導をしましたが表情硬くし拒否しています。精神症状の変動も観察しながら離床を促していきましょう。
